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【緒言】有機薄膜デバイスの性能に影響を与える凝集構造は、基板-分子間の相互作用によって大

きく変わる。したがって凝集構造を制御するためには、薄膜形成過程における基板-分子間相互作

用の影響を理解する必要がある。我々はこれまでに、高分解能かつ in-situ 測定が可能な水晶振動

子マイクロバランス（QCM）を用いて、水素結合が関与する薄膜成長過程について報告してきた

（2016 年度春季応用物理学会）。本研究では、より強い相互作用であるイオン結合が関与する薄

膜形成過程について検討したことを報告する。 

【実験】16-Amino-1-hexadecanethiol, hydrochloride (HS(CH2)16NH2, HCl) の 1 mmol/Lエタノール/

純水/アンモニア水（85/10/5, vol）溶液を調製し、金電極付き水晶振動子基板（共振周波数 5 MHz）

を 12 時間以上浸漬させてアミノ基末端を有する自己組織化単分子膜（NH2-SAM）を形成した。

NH2-SAM を形成した基板上に、所定の蒸発源温度および基板温度でステアリン酸

（CH3(CH2)16COOH）を真空蒸着した。真空度が 4.0×

10-4 Pa に到達した後に蒸着を開始し、水晶振動子の共

振周波数から蒸着分子の付着量の時間変化を測定した。 

【結果】Fig. 1に基板温度 20.0°C における NH2-SAM上

およびカルボン酸修飾表面上（COOH-SAM、先行研究）

でのステアリン酸の付着量の時間変化を示す。

NH2-SAM の場合も COOH-SAM 上と同様に、分子供給

開始後に付着量は増加し、一度付着速度が低下した後

に再び上昇した。このことから、NH2-SAMとステアリ

ン分子のイオン結合によって単分子層が形成され、そ

の後単分子層上に分子が物理吸着することが示唆され

る。蒸着初期の付着挙動（Fig. 2）を見ると、NH2-SAM

上の方が付着速度が速い。これはイオン結合と水素結

合の吸着力の違いに加え、水素結合は結合に方向性が

あるため、分子が吸着サイトに到達しても分子の方向

が揃わなければ結合できないためであると考えられる。 

 

Fig. 1  Time evolution curves of the surface 
density of stearic acid on Au substrate covered 
with NH2-SAM (blue) and COOH-SAM (red).  

 

Fig. 2  Initial stage of the time evolution 
curves in Fig. 1.  
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